
鳳
薗

年
頭
に
あ
た

っ
て

商
工
会
長

向
山
　
淳

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

３
年
前
に
始
ま

っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
は
第
８
波
に
な
り
相
変
わ
ら
ず
の
猛
威
を

振
る
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
実
態
も
わ
か

っ
て
き

て
商
工
会
の
活
動
も
停
滞
す
る
こ
と
な
く
感

染
予
防
に
努
め
な
が
ら
そ
れ
な
り
に
実
行
で

き
た
と
振
り
返

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
会
員
の
皆
様
、
ま
た
関
係
各
位
の
皆
様

方
の
ご
協
力
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
と
衷
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「箕
輪
町
産
業

フ
ェ
ア
２
０
２
２
」
も
無

事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
今
年
度
の
行
事

も
計
画
通
り
に
実
行
で
き
そ
う
で
す
。

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
な
く
な

っ

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
感
染
対
策
を
徹
底
し
箕
輪
町
の
地
域
商

工
業
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
役
職
員

一

同
工
夫
し
な
が
ら
活
動
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
人
手
不
足
、
物
価
高
な
ど
企

業
活
動
に
と

っ
て
非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続

く
と
思
い
ま
す
が
、
商
工
会
と
し
て
で
き
る

こ
と
は
す
べ
て
行
う
と
い
う
気
持
ち
を
も

っ

て
令
和
５
年
度
は
事
業
を
進
め
て
い
く
所
存

で
す
。

皆
様
方
の
よ
り

一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
あ
ら
た
め
て
お
願
い
し
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

く》

初
め
て
の
３
部
会
合
同
祝
察
研
修

ス
リ
ー
ア
ロ
ー
ズ
委
員
長
　
上
田
幸
生

１１
月
６
、
７
日
の
２
日
間
、
箕
輪
町
商
工

会
と
し
て
初
め
て
の
全
会
員
対
象
の
視
察
研

修
が
実
施
さ
れ
、

３３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
は
、
商
工
会
理
事
の
中
に

「
ス

リ
ー
ア
ロ
ー
ズ
」
と

い
う
委
員
会
を
作
り
、

考
え
た
第
１
回
目
の
企
画
で
す
。

戦
国
武
将
毛
利
元
就
の

コ
ニ
矢
の
訓
」
（み

つ
や
の
お
し
え
）
の
ご
と
く
、
商
業
・工
業

・

建
設
業
の
３
部
会
が
、
苦
し
い
と
き
こ
そ
業

種
の
垣
根
を
越
え
て
皆
で
助
け
合
う
こ
と
が

商
工
会
本
来
の
姿
と
い
う
主
旨
で
す
。

１
日
目
の
視
察
先
で
は
、
２
０
１
１
年
の

大
震
災
に
よ
り
倒
壊
し
た
東
京
電
力
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
直
近
に
あ
る
福
島
県
富

岡
町
を
視
察
。
全
町
民
が
非
難
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
商
店
街
も

一
夜
に
し
て
ゴ
ー
ス
ト
タ

ウ
ン
と
な
り
、
今
で
も
人
口
の
１５
％
程
度
し

か
帰
還
し
て
い
な
い
状
況
で
し
た
。
そ
の
よ

う
な
な
か
で
現
地
の
町
長
を
始
め
住
民
の
皆

さ
ん
の
郷
土
を
思
う
気
持
ち
、
こ
れ
か
ら
ま

た
頑
張
ろ
う
と
い
う
生
の
声
を
聞
き
、
逆
境

に
負
け
な

い
力
強
さ
に
感
銘
を
う
け
ま
し

た
。
そ
の
夜
の
郡
山
市
の
懇
親
会
で
は
、
業

種
を
超
え
た
情
報
交
換
に
様
々
な
話
題
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

２
日
目
の
視
察
先
、
切
削
工
具
の
世
界
的

メ
ー
カ
ー
で
あ
る
い
タ
ン
ガ
ロ
イ
で
は
、
あ
ら

ゆ
る
工
程
が
自
動
化
さ
れ
業
務
改
善
が
進
ん

で
い
る
様
子
に
、
商
業
関
係
の
方
も
勉
強
に

な
る
も
の
が
あ
っ
た
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

「
ス
リ
ー
ア
ロ
ー
ズ
」
で
は
、
今
後
も
業

種
を
超
え
て
実
現
で
き
る
事
業
を
提
案
実
施

し
て
い
く
予
定
で
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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箕斬〕旺聞笥EE受ミ(0265-79-2117)′ヽ
商工会インフォメーション①

し 1墓
誕 鯖 雪 前

になるための

「インボイスが始まる!」 と言われても、「難しくてわからない |」 というのが皆さんのホンネではないでしょうか。
でも今年の10月 から消費税インボイス制度は始まります。今回は、とにかくすぐにやらなくてはならない事に限ってお知らせします。

⇒ 原則として3月 31日 までに、「適格請求書発行事業者の登録

申請書」を所轄する税務署長に提出します。申請をしないと、イン

ボイス制度による「登録番号」がもらえないため、10月 1日 より必

要となる適格請求書や領収書に「番号Jが記載できま そのよう

な取引は顧客側では消費税の控除ができないため、取引をお断

りされる可能性もあります。取引を続けてもらえても、「消費税分

は支払わない。Jと言われるかもしれませんね。提出期限延長の

特例措置や消費税の控除の経過措置もあります力ヽ スタートに

間に合わないということでは、会社の信用を落としかねません。

④「適格請求書発行事業者の登録申請書」を

提出して登録したが、取りやめたい。

※提出期限については、12月 23日 の閣議決定により、9月 30日 までに提出すれば10月 1日 を登録開始日として登録されることになりましたが、

事業者側の準備のため早めの申請が必要です。

⇒ 現在、消費税の免税事業者の方は、上記の「適格請求書発行事業者の登録申請書Jを提出すると、「消費税課税事業者選択届出書J等

を提出しなくても、自動的に10月 1日 から「課税事業者Jとなります。つまり、消費税を10月 1日 分から納税しなくてはならないということにな

ります。もちろん、免税事業者のままでもいることもできますが、取引の相手先から「適格請求書発行事業者になってインボイスに対応した請

求書等をもらわないと困る。」などと言われる場合もありますので、早急に結論を出す必要がありま丸

①自社の取引先が「インボイス制度に対応した請求書や領収書」の発行を求めているのか、すぐに確認する。

現在の取引のすべてハ 個人のお客様で、「インボイス制度に対応した請求書や領収書」はいらないといった方々ばかりなら、制度に登録せずに

免税事業者のままでも良いのかもしれません。お客様が企業の方が多いのであれば、「インボイス制度に登録して欲しい。」と言われるでしょう。

②課税事業者になり、10月 1日 以降は消費税を納税するのか、免税事業者のままでいるのか選択し、

課税事業者になる場合は原則3月 31日 までに「適格請求書発行事業者の登録申請書」を提出する。

①での検討の結果、お客様の一部から「インボイス制度に登録して欲しい。」と言われたのなら、迷うところです。そういう企業とは取引をしないという選
択肢もあるのかもしれませんべ売上は減ってしまいますね。どちらにしたら良いのかのわからない方は、すぐに専門家又は商工会にご相談ください。

③「適格請求書発行事業者の登録申請書」を提出した場合には、「簡易課税を選択するかどうか」を検討し、

簡易課税方式を選択する場合は、登録日が属する課税期間中に「消費税簡易課税制度選択届出書」を提出します。

消費税の納税のための計算方法には「簡易課税方式」と「一般課税方式(本則)」 とがあり、名称のとおり簡易課税方式の方ハ 計算が簡単で、税

額が少なくなる場合もあります。本来なら、簡易課税と一般課税の選択は、対象となる年度の前日(前の課税期間中)と 決まっていますべ 今回の
「適格請求書発行事業者の登録申請書」提出に伴い課税事業者になる場合は、特例措置があります。

一度、制度に登録して適格請求書発行事業者に

なっても、「登録の取り消しを求める旨の届出書」

を、課税期間の末日から起算して30日 前までに

提出すれば、次の課税期間から適用を取りやめ

ることができます。

提出期間                T
「消費税簡易課税制度選択届出書J×提出

(令和5年 12月 31日 まで)※令和5年分から適用する旨を記載

この他にも、特例措置や今年度から課税事業者になった場合など、事業者によって対応が異なるケースがあります。いずれにしても、

対応しなくてはならない期限はすぐそこに来ていますので、わからないことがありましたら専門家又は商工会にご相談をお願いします。

※インボイスヘの登録は、強制ではありません。本記事は令和 4年 12月末の法令等に基づき掲載しています。

【登録申請手続きのスケジュール】
令和4年
10月 1日

令和5年
3月 31日

令和5年
10月 1日

令和5年 10月 1日登録の

登録申請書提出期限 (原 則)

適格請求書等

保存方式開始

【消費税簡易課税制度選択届出書提出期限】
(例 )免税事業者である個人事業者が令和5年 10月 1日 から登録を受けた場合で、

令和5年分の申告において簡易課税制度の適用を受けるとき

適格請求書発行事業者

(課税事業者)

齢町商工会報に/7②―

現在、消費税の課税事業者の場合

現在、消費税の免税事業者の場合



お問い合せ。ご
商工会インフォメーション②

企業経営 |ニメリットが′

事業継続力強化計画を策定しませんか?

事業継続力強化計画?BCP(Business Continuity Planning)?

まだまだ耳慣れない言葉ですね。

自然災害や伝染病、テロ、サイバー攻撃など、企業が予期せぬ危機的な状況に陥った時に被害を最小限に抑え、

重要な業務を継続し早期復旧を図るための計画をBCP(事 業継続計画)と 呼んでいます。

特に日本では2011年の東日本大震災をきっかけにその重要性が注目され、取引先の企業が急に操業を停止しては

困るということで、計画策定を求める動きが出ているのです。

「計画を作れ ばメリットがあるの ?」 と思っていませんか ?

国では中小事業者の皆さんが、この計画をより少ない労力で策定し、事業の強靭化を図つて欲しい

という目的で、「事業継続力強化計画認定制度」を策定しました。

この制度に認定されると、低利融資や信用保証枠の拡大等の金融支援、防災・減災設備に対する

税制支援、補助金 (も のづくり補助金等)の優先採択などの公的支援もありますべ このような支援

策に関係ないと思われている方にも実はこんなメリットがあるのです。

▼ ▼ ▼

1.計画策定によって、何が当社の「最重要業務」かが見直しできた。

2.社内のレイアウトや稼働状況、経営資源の見直しができた。

5。皆で取り組むことで、社内のコミュニケーションが高まるきっかけになった。

4.取引先の信用が高まり連携が強化できた。

5。 損害保険の見直しができた。 …など

簡単な計画策定に社員皆さんで取り組むことで、社内のコミュニケーションが高まるのならぜひチャレンジしてみたいですね。

商工会では、昨年5月 に町と共同で、「事業継続力強化支援計画」を策

定し、長野県の認定を受けました。この認定に伴い商工会では、地域内

小規模事業者の皆様の防災意識高揚や、「事業継続力強化計画」を策

定するためのお手伝い、地域内で災害が発生した場合に備えた防災備

品の備蓄などを実施していま丸

また、昨年6月 には、あいおいニッセイ同和損保l■l様との地域創生に関

する連携協定を締結し、各種セミナーの開催や、事業継続計画策定のた

めのより細かい支援を行っています。

事業活動のリスクに対して必要な保障がパッケージになった『ビジネ

ス総合保険』も、商工会員なら保険料が割安になる中小企業の経営者

にとっては願つてもない制度です。

ご関心がある方は、ぜひ商工会にご相談ください。
商工会館北側の防災倉庫には地域の災害復旧に提供出来

る安全用品や防災用品を用意している

― Э翼聯物πttЮ
`ク

お知らせ

商工会では、計画策定のお手伝 tヽをしています。
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オ
ー
プ

ニ
ン
グ
講
演
会
と
し
て

「働
き
た

く
な
る
会
社
と
は
」
と
題
し
、
０
テ
ヅ
カ
精

機
代
表

の
手
塚
良
太
さ
ん
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に

お
迎
え
し
、
自
鳥
箕
輪
町
長
、
箕
輪
中
学

・

箕
輪
進
修
高
校
の
代
表
を
交
え
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ツ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
いア
ィ
ス
カ
ツ

シ
ョ
ン
で
は
地
域
で
取
り
組
む
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
大
切
さ
な
ど
を
お
聞
き
で
き
ま
し
た
。

そ
の
他
に
町
内
の
全
保
育
園
児

へ
も
み
じ

の
塗
り
絵
付
チ
ラ
シ
の
配
付
を
行
い
、
当
日
、

お
菓
子
と
交
換
に
塗
り

‐

絵
を
持

っ
て
来
て
頂
き
、

塗
り
絵

の
展
示
を
行

い

Ｉ
Ｊ

・

ま
し
た
。
約
８。
枚

の
色

と
り
ど
り
の
も
み
じ
が

楽
し
め
、
会
場
で
は

一

足
早
く
箕
輪
町
の
紅
葉

を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
隣
で
は
中
学
生
～
大
学
生
向
け
に
、

各
社
展
示
ブ

ー
ス
で
会
社

の
紹
介
チ
ラ
シ

″御
社
印

（
ご
し
ゃ
い
ん
γ

を
集
め
、
集
め

た
御
社
印
の
数
に
應
じ
て
抽
選
に
参
カロ
で
き

る

ス
タ

ン
プ

ラ
リ
ー
を
行

い
ま

し
た
。
ス
タ

ン
プ

ラ

リ

ー
を

通

し
、
学

生

の
皆

さ
ん

に
町
内

の
企
業

に

つ

い
て
知

っ
て
貰

い
、
将
来

の
進
路

の
参
考

に
な
る
よ

う
な
企
画
と
な
り
ま
し
た
。
「来
て
見
て
矢口
っ

て
育
ん
で
」
も
ら
つ
た

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

９
月
１８
日
に
５
年
ぶ
り
に
箕
輪
町
商
工
会
主
催
の

費

輪
町
産
業
フ
ェ
ア
２
０
２
２
～
来
て

見
て
知
っ
て

育
ん
で
～
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
部
会
、
部
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

商業部会 「箕輪のミライJ

箕輪町文化センターに突タロ、中学生による全町民に向けた

「SDGs商 店街」が出現。規格外のりんこ、着なくなつた服、

間伐材などを利用した商品を中学生が作製し、販売を行つ

た。事前に、商業のプロである商業部会員が講師となり、「接客の仕方」「商売に

対する想い」「イ面格の決め方」などの勉強会を行い、当日を迎えた。

箕輪町で長年、商魂を持つてあきないをしてきた大人の姿が屋台骨としてあ

り、中学生達は、自由な発想で未来の商店街を思わ ニ

せるような一日を体験してもらうことができただろ

て)。

ゼロカーボン推進・地域の魅力発信企画として、

ペレットや薪を燃料とし、地域の食材を使つたピザ

の振る舞いを中学生と共に行い、大人たちもゼロ

カーボンについて考える機会となつた。

中学生たちはこの日を忘れないと言い、商工会の

大人たちもそれ以上に忘れられない一日となつた。

建設業部会 働く車展示0模擬上棟式

建設業部会では、今ではあまり見られなくなった

上棟式を想定した餅まき、おひねり、お菓子をコロ

ナ退散を祈つて掛け声とともに盛大に撒き、集まつ

た皆様に「福」のおすそ分けが出来ました。

また、役場駐車場で1ま 、建設機械、災害時におけ

る給水車の展示をしました。実際に高所作業車、ク

レーン、タイヤドーザーなどの乗車体験を実施しま

した。親子連れのお子様たちは思い思いの車に乗

車し、写真を撮つたりと大変好評でした。

*< .i( F?( lA,.e

箕輪町産業フェアか2

青年部 生ライブ配信

青年部では産業フェアのyOutu be配 信をし、会場に

来られない方に向けて講演やイベント、展示等の様子

をお届けしました。また講演等については席に限りが

あつたため、会場内3カ所にモニターを設置し配信を

放送することによつて、会場の多くの方へ講演の内容

等をお伝えする事ができたと思います。配信が止まつてしまうなど課題は残りま

したが、青年部らしい挑戦的な活動を行えました。

女性部「こんな素敵なお      =7_J

工業部会 「M!RA:J復活

今回の産業フェアに向けて、先輩工業部会員から以前工業

部会で製作したロボット“MIRA"を 再展示しないか?との声

がありました。この “MIRAI"は平成30年に開催した「産業

フェア」で工業部会員19社より部品提供、力0工協力をしてい

ただき、当時の理事が製作作業をし、展示しました。愛称を

募集し“MIRA"と名づけられました。

このまま倉庫に眠らせておくのは確かに勿体ない、ということで5年ぶりに日

の目を見たMIRAIは 現在の理事メンバーの総力によつて大幅にリニューアル |

展示後は、箕輪進修高校に引き取つていただきました。これからは高校生の"M

IRAl"に 大きく役にたつてくれることを期待します。

将来の女性の起業者応援として、中学生以下の女

の子を対象に、様々な体験ブースを設置しました。

プロフェッショナリレな部員によるネイル・アイメイ

ク・ヘアバレッタ製作などの素敵なブースが作られ、

沢山の親子連れで賑わいました。

限定人数を上回る人気となり、沢山の女の子の

「キラキラ」した笑顔が見られました。実際に体験

することで町内に色んな職業・お店があることを矢□つていただけたと思います。

みのちゃんカード事業協同組合

特賞3万ポイントが当たる大抽選会

みのちゃんカード事業協働組合では大抽選会を行いまし

た。この大抽選会は事前に加盟店でカードを使つてくだ

さつた方を対象に抽選補助券を発行し、産業フェア当日抽

選補助券3枚で1回抽選会に参カロできるというものです。当

日は抽選開始前に長蛇の列ができ、皆さんの感心の高さを

実感いたしました。特賞3万ポイントは残念ながら出ません

でしたが、加盟店様よりこ提供いただいた多くの加盟店賞

はこ好評いただきました。また、この産業フェアの来場にみ

のちゃんカードを使うと来展ポイントが発行されました。

気
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萱
野
高
原

フ
エ
ン
ス
設
置

＝
月
１２
日
０
に
萱
野
高
原
で
青
年
部
と
建
設

業
部
会
と
合
同
で
、
地
域
社
会
貢
献
事
業
の

一

環
で
フ
ェ
ン
ス
設
置
を
行
い
ま
し
た
。

去
年
の
同
月
に
両
部
合
同
で

「萱
野
高
原
を

中

川
村
陣
馬
形
山

の
よ
う
な
人
気

ア

ウ
ト
ド

ア
ス
ポ

ッ

ト

に
し
て

い
き
た

い
。

」
と

い

う

提

案

か
ら
始
ま
り
現

地

の
下
見
と
現
状

の
確
認
を
行

っ
た

結

果
、
全

体

的

に

整
備

さ
れ

て

い
る

も

の
の
片
付

け
を

“
要
と
す
る
場
所
や
根
本
的
に
改
修
を
必
要
と

す
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
ま
ず
萱
野
高
原
の
北
側
建
物
の
西
側

手
摺
り
が
劣
化
し
て
い
て
危
険
な
状
態
な
の
で

フ
エ
ン
ス
設
置
を
行
い
ま
し
た
。

作
業
が
終
わ
り
、
フ
ェ
ン
ス
が
完
成
し
た
達

成
感
と
充
実
感
が
あ
り
ま
し
た
が
、
美
し
い
眺

め
が
見
れ
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
悲
し
さ
を
少

し
感
じ
ま
し
た
。

い
つ
の
日
か
、
こ
の
美
し
い
景
色
が
見
れ
る

状
況
に
な

っ
て
欲
し
い
事
と
、
首
一野
高
原
が
中

川
村
陣
馬
形
山
に
負
け
な
い

「人
気
ア
ウ
ト
ド

ア
ス
ポ

ツ
ト
」
に
な

っ
て
欲
し
い
と
強
く
感
じ

ま
し
た
。
（建
設
業
部
会
）

絆
感
謝
運
動
の

一
環
と
し
て
青
年
部

・
建
設

業
部
会
合
同
で
萱
野
高
原
の
展
望
デ

ッ
キ
前

ヘ

フ
ェ
ン
ス
設
置
を
行
い
ま
し
た
。

以
前
か
ら
デ

ッ
キ
部
分
は
耐
震
強
度
不
足
な

ど
危
険
な
状
態
で
あ
り
、
立
入
禁
止
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
人
が
入
れ
て
し
ま
う
状
況
で
し
た
。

そ
う
い
っ
た
背
景
も
あ
り
、
キ
ャ
ン
プ
場
を
安

全
に
利
用
で
き
る
よ
う
今
回
の
事
業
を
行
い
ま

し
た
。
上
半
分
が
網
目
に
な

っ
て
お
り
、
今
ま

で
通
り
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
景
色
を
見
る
事
が

出
来
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
を
安
全
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
為

の
良
い
事
業
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
（青
年
部
）

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

講
習
会

２
０
２
２
年
１２
月
１５
国
内
に
毎
年
好
評
の
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
習
会
を
開
催

い
た

し
ま
し
た
。

講
師

の

「
み
の
わ
花
園
」
山
口
氏
に
リ
ビ
ン

グ
が
幸
や
か
に
な
る
よ
う
な
お
花
を
、
初
だ
者

の
方
も
安
だ
し
て
作
品
が
で
き
る
よ
う
に
と
考

え

て

い
た
だ
き
、

実

施

い
た

し

ま

し

た
。
参

カロ
者

に

は

初ヽ
め

て

お

花

を

生

け

る
部

員

さ

ん

も

い
ま

し
た

が
、
ど
い
っ

た

よ

り

簡

単

で

素

敵

な

作

品

が

で

き

て

嬉

し

い
―
ご

と

の

感

想
も
頂
き
ま
し
た
。
昨
年
よ
り
も
参
カロ
者
も
増

え
、
に
ぎ
や
か
な
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
女
性
部
で
は
、　
一
緒
に
活
動
し
て
い

た
だ
け
る
部
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
問
合
せ
下
さ

い
。

商
工
会
親
睦
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

０
、
な

が
た
自

然
公
園

マ
レ
ッ

ト

コ
ー
ス
に
て

福
利
厚
生
事
業

が
行
わ
れ
ま
し

た
。
新
型

コ
ロ

ナ
感
染
防
止
対

策
を
第

一
に
考

え
、
屋
外
で
で
き
る

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
と
な
り

ま
し
た
。
秋
晴
れ

の
下
、

２４
名
が
６
チ
ー
ム
に

分
か
れ
林
間

コ
ー
ス
１６
ホ
‐
ル
に
快
音
を
響
か

せ
、
賞

品

の

″
み
の
ち
ゃ
ん
ポ

イ

ン
ト
″
を
か

け
て
競

い
ま
し
た
。

大
半

の
方
が
久
し
ぶ
り

の
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ

で
し
た
が
、
各
チ
ー
ム
和
気
あ

い
あ

い
と
し
た

素
晴
ら
し

い
ス
ポ
ー
ツ
の

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

多
く

の
会
員
、
家
族
、
従
業
員
が
参
カロ
し
て

下
さ
り
、

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
親
睦
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

∈)もみじ湖観光 経済効果100万円!?

今年もネットランキングで全国1

位となつたもみじ湖の10万人が訪れ

るともいわれる観光客を箕輪の街中

へ誘導できないかと、キャッシュレス

実証実験として、11月 3日 (祝 )にも

みじ湖来訪者のマイカー1台につき

∈∋ Google自店情報更新セミナー開催

10月 3日・11月22日 に、い□―カ

ルライフの松澤社長を講師にお迎

えし、Google自 店情報更新セミ

ナーを開催しました。

Goog eへの情報掲載は、事業主

の意思に関係なく掲載されている

500円分の割引券になるポイント券を1枚 (500台のマイカー無作為に

抽出)配布しました。結果、我々の予想をはるかに超える7割もの利用

があり、推定ではありますが少なくとも、もみじ湖の観光客が箕輪町

内での1日当たり100万円の利用がある事が実証実験によリデータが

得られました。

今後、このデータをもとに観光と結びつけたキャッスレス事業を模

索していきたいと思つています。

という事で、誤つた情報が掲載されていることが多く、それを見たお

客様からのクレームにならないよう、また、お客様の来店につながるよ

う、自店の情報を更新するセミナーを企画しました。

初回の10月 3日 は、基本的な情報、定休日、営業時間、地図上の店舗

の位置訂正など、参力Dされた商工会員それぞれの自店の情報の更新

を実際に行いました。

2回 目の11月 22日は、Googleビ ジネスプロフイールでのウエブ

マーケテイング戦略についてのお話を聞き、効果的な投稿などについ

て学びました。

D×の手始めとしてのセミナーでしたが、まだまだデジタル技術を

活用し、改善するまでには至つていないと思います。

自分自身のことですが、根本的なことを理解せず、2段階くらい飛ば

してDXに取り組んでいるようです。すでにデジタル化がどんどん進ん

でいる商工会員の方は次段階へと進み、デジタル化にもう一歩の私

は、デジタイゼーション→デジタライゼーシヨン→デジタルトランス

フォーメーション。この意味・内容を機会があれば再度学習したいと思

いました。              (文 唐澤 京子)

10

月

15

日

ー
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′ 1日 目

山本 富岡町長

実際の住民は2000人、その内1000人が原

発の関係作業者。まだまだ支援が必要と

語つた

3.11を 語る会のメンバーの話を聞く

地域活動をしてこなかったため、避難時に声
を掛けてもらえず、気が付けば周りの人は皆
避難して、残っていたのは自分だけだった

海を望む高台より

奥には廃炉が決定した福島第2原発が見える

ここより工場内視察へ向かう
工場内はデータで管理されていた

3.11を 語る会のメンバーの案内で

富岡町内ヘ

帰宅困難区域にも。人っ子ひとりおらず、
まるでゴーストタウンとなっていた

以前は住宅街だったが今は空き地となって

いる場所が町内いたるところにある

，

　

】
■
目

震災当時のままの結婚式場の教会

ここまで津波は来なかったが、
地震の揺れだけで全てが崩れた

ノ  2日 目

「参
加
者
か
ら
の
声
」

大
災
害
の
現
地
を
訪
れ
る
と
い
う
こ
と
に
興
味
を
も

っ
て
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
幅
広
い
世
代
の
様
々
な
業
種
の
会
員
の

方
々
と
知
り
合
い
、
お
話
し
で
き
た
こ
と
は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
、
コ
ロ
ナ
の
心
配
も
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
役
員
以
外
の

一
般
会

員
の
方
々
の
参
加
者
が
少
な
め
だ

っ
た
の
は
残
念
で
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
も

つ
と
た
く
さ
ん
の
会
員
の
方
々
が
参
加
さ
れ
れ
ば
な
お
良
い

と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（０
ス
ズ
ラ
ン
運
送
　
原
豊
さ
ん
）

富
岡
町
で
は
、
町
長
始
め
、
語
り
人
の
方
に
よ
る

「東
日
本
大
震

災
」
当
日
の
こ
と
、
福
島
原
発
事
故
が
起
き
た
時
の
こ
と
な
ど
を
町

内
を
バ
ス
で
回
り
な
が
ら
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
で
も
震

災
当
時
の
ま
ま
の
街
並
み
が
残

っ
て
お
り
、
語
り
人
さ
ん
の
勤
務
し

て
い
た
チ
ャ
ペ
ル
も
崩
れ
た
ま
ま
、

１１
年
の
時
が
止
ま

っ
て
い
る
よ

う
で
し
た
。
町
な
の
に
、
人
が
全
く
い
な
い
光
景
を
初
め
て
目
に
し
、

衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
少
し
ず
つ
復
興
に
前
向
き
な
皆

さ
ん
を
見
て
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

船
タ
ン
ガ
ロ
イ
と
い
う
切
削
ド
リ
ル
を
製
作
し
て
い
る
工
場
を
視

察
し
、
私
自
身
直
接
ド
リ
ル
を
扱
う
こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、
整
理

整
頓
の
行
き
届
い
た
社
内
、
す
れ
違
う
時
に
交
わ
さ
れ
る
挨
拶
、
当

た
り
前
の
こ
と
が
普
通
に
行
え
て
る
環
境
も
す
ご
い
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
、
年
齢
の
若
い
従
業
員
も
多
く
う
ら
や
ま
し
く
思
い
ま
し

た
。
新
し
い
製
品
を
開
発
す
る
の
に
何
度
も
試
作
を
重
ね
、
時
間

・

労
力
、
コ
ス
ト
を
か
け
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、
普
段
な
か
な
か
違
う

業
種
の
方
と
話
す
機
会
も
な
い
の
で
と
て
も
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

３
部
会
合
同
視
察
研
修
を
し
、
他
部
会
の
方
と
交
流
し
と
て
も
有

意
義
な
時
間
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
（０
ヒ
ラ
イ
　
平
丼
真
人
さ
ん
）

東
日
本
大
震
災
以
降
、
箕
輪
町
か
ら
富
岡
町
に
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
が

震
災
復
旧
の
支
援
を
行

い
、
箕
輪
町
に
も
富
岡
町
の
皆
さ
ん
を
招

待
す
る
な
ど
交
流
を
深
め
て
い
た
事
を
知
り
、
道
半
ば
の
復
興
状

況
と
と
も
に
震
災
を
身
近
な
も
の
と
し
て
感
じ
、
災
害
に
対
す
る

予
防
と
備
え
の
必
要
性
を
確
認
し
ま
し
た
。
原
発
事
故
は
富
岡
の

復
興
を
遅
ら
せ
人
ロ
ー
万
２
千
人
の
内
、
２
千
人
し
か
戻

っ
て
い
な

い
中
で
、
富
岡
町
長
の
前
を
向
く
話
を
通
じ
て
今
後
の
町
づ
く
り
の

大
変
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
世
界
基
準
、
Ｉ
Ｔ
化
さ
れ
た
タ
ン
ガ
ロ

イ
視
察
も
含
め
て
視
察
研
修
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
交

流
を
深
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（箕
輪
町
　
浦
野
邦
衛
副
町
長
）

工場内視察前に

タンガロイ社の説明を聞く

入り口にはタンガロイ社の製品が

物 弦薪 Ю′%④l―

３
部
会
合
同
視
察

　

―
‥
福
島
県
方
面
ヘ



口
里

女
性
部
役
員
研
修
を
終
え
て

女
性
部
副
部
長

　

原

久

子

葉

っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
と

ゼ

ロ
ウ
エ
イ
ス
ト
で
有

名
な
徳
島
県
上
勝
町
に

行

っ
て
き

ま

し

た
。

和
６‐
年
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
料
理
の
つ
ま

（も

み
じ
、
南
天
等
）
で

「彩

（
い
ろ
ど
り

と

と
し

て
町
の
登
録
農
家
が
注

文
を
受
け
、
自
ら
採
取
し
て
Ｊ
Ａ
に
持
ち
込
む

シ
ス
テ
ム
と
な

っ
て
い
て
、
高
齢
者
や
女
性
が

元
気
に
輝

い
て
働
い
て
い
ま
し
た
。
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合

い
町
全
体
で
考
え
、
成
功
し
た
経
緯

を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
研
修
内
容
で

し
た
。
女
性
部
も
今
後
意
見
を
出
し
合

い
な
が

ら
、
活
発
な
活
動
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

２
つ
目
の
研
修
は

「ゼ

ロ
ウ

エ
イ
ス
ト
」
に

つ
い
て
で
す
。
「ゼ

ロ
ウ
エ
イ
ス
ト
」
と
は
、
無
駄
、

ゴ
ミ
、
浪
費
を
な
く
す
と
い
う
意
味
で
、
上
勝

町
は
、
ゴ
ミ
ゼ

ロ
を
目
指
し
リ
サ
イ
ク
ル

・
リ

ユ
ー
ス
の
推
進
を
し
て
、
町
の
生
ご
み
は
各
戸

で
堆
肥
化
、
そ
れ
以
外
の
ゴ
ミ
は
４５
種
類
に
分

別
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
細
か
く
分
別
さ
れ
て
い
た
の
は
紙
で

７
分
別
、
プ
ラ
だ
け
で
４
分
別
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
林
業
再
生
と
保
全
活
動
を
結
び
付
け
木

質
ボ
イ
ラ
ー
や
薪
ス
ト
ー
ブ
を
学
校

へ
導
入
し

て
い
ま
す
。

素
晴
ら
し

い
取
り

組
み
を
見
よ
う
と
年

間
４
５
０
０
人
も

の

視
察
者

が
訪
れ
、
そ

れ
を
観
光
資
源
と
し

て
、
合
同
会
社
パ

ン

ゲ

ア
を
立
ち
上
げ
循

環
型
社
会

の
構
築
を

図

っ
て

い
ま
す
。
研

修
を
終
え
、
私
達
も

ま
ず

は
家
庭

か
ら
出
来

る
事

に
取
り
組

み
、

∽
∪
ｏ
∽
が
事
業
所
に
つ
な
が
る
よ
う
な
仕
組
み

を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
徳
島
県
な
ら
で
は
の
鳴
門
の
渦
潮
や

阿
波
踊
り
の
実
演
も
観
て
き
ま
し
た
。
自
然
の

広
大
さ
や
、
日
本

の
歴
史
的
文
化
に
も
触
れ
、

充
実
し
た
役
員
研
修
で
し
た
。

＝
月
１８
ヽ

‐９
日
に
研
修

旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の

新
た
な
試
み
と
し
て
２
方

面
へ
の
分
散
旅
行
を
企
画

し
、
神
奈
川
方
面
は
５
名
、

静
岡
方
面
へ
６
名
が
参
カロ

し
ま
し
た
。

神
奈
川
方
面

・
・
・
―
日
目
は
水
耕
栽
培
と

淡
水
養
殖
を
両
立
す
る
ア
ク
ア
ポ

ニ
ッ
ク
ス
施

設
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
科
学
肥
料
を
使
わ

ず
、
通
常
の
農
業
よ
り
も
少
な
い
量
の
水
で
栽

培
を
行
え
る
環
境
に
優
し
い
∽
∪
Ω
∽
な
農
業
と

い
う
事
も
あ
り
、
自
分
達
の
地
域
に
取
り
入
れ

る
為
、
都
度
熱
ミ
に
質
問
が
飛
び
交

っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
夕
食
の
際
に
、
静
岡
班
と

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
接
続
し
、
―
日
目
の
感
想
を
語
り

合
い
ま
し
た
。
２
日
目
の
江
の
島
～
横
浜
中
幸

街
の
見
学
で
は
海
辺
の
街
並
み
に
目
を
奪
わ
れ

な
が
ら
も
、
港
街
の
歴
史
と
文
化
に
つ
い
て
見

識
を
広
げ
ま
し
た
。
少
人
数
と
い
う
事
も
あ
り
、

自
由
度
が
高
く
小
回
り
の
利
く
移
動
が
で
き
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
条
件
下
で
、
企
画
段

階
も
含
め
て
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

静
岡
方
面

・
・
・
静
岡
へ
の
視
察
で
は
地
域

再
生
を
果
た
し
た
熱
海
の
中
ミ
を
担

っ
た
会
社
、

（株
）
３
０
ｏ

，
ョ
９
一
さ
ん
を
訪
れ
ま
し
た
。
代
表

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た

宿
泊
施
設
等
の
見
学

を
し
ま
し
た
。
話
を

聞
く
中
で
、
箕
輪
町
で
も
役
に
立
て
る
と
思
っ

た
考
え
は
、
「体
験
型
観
光

へ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
変
化
」、
「観
光
消
費

へ
の
着
目
」
と
い
う
点

で
す
。
ま
た
市
来
さ
ん
の
地
域

へ
の
思
い
や
取

り
組
み
の
姿
勢
か
ら

「地
域
住
民
が
地
元
の
魅

力
に
気
付
き
、
住
民
が
主
役
と
な
っ
た
町
づ
く

り
を
し
て
い
く
」
事
が
大
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

大
き
な
ビ
ジ

ョ
ン
も
小
さ
な

一
歩
か
ら
、
青

年
部
か
ら
町
の
魅
力
を
発
信
な
ど
、
箕
輪
町
を

盛
り
上
げ
る
活
動
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

F=「 `

ロ

マ
５
鏡
Ｌ
別
輪
Ｐ

青
年
部
常
任
委
員
　

荒

川

桂

吏

今
和
４
年
同
月
５
日
０
に
Ｍ
Ｇ
研
修
を
行
い

ま
し
た
。
Ｍ
Ｇ
研
修
と
は

一
人

一
社
ず

つ
会
社

を
立
ち
上
げ
、
経
営
意
思
決
定
か
ら
商
品
企
画

・

開
発

・
販
売

・
会
計

・

決
算
ま
で
を

一
人
で
行

い
、
他
の
参
加
者
と
成

果
を
競
う
ゲ
ー
ム
形
式

の
研
修
で
し
た
。

普
段
は
自
社
の
会
計

に
つ
い
て
は
会
計
事
務

所
等
に
任
せ
て
い
る
こ

と

が

多

い
で

す

が
、

ゲ
ー
ム
内
の
会
社
の
会
計
か
ら
、
了
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
基
礎
で
あ
る
会
計

・
財
務
ス
キ
ル
の
重
要

性
を
再
確
認
で
き
ま
し
た
。

今
回
は
Ｍ
Ｇ
研
修
の
ほ
ん
の

一
部
を
体
験
し

た
だ
け
で
す
が
、
通
常
２
日
間
行
う
Ｍ
Ｇ
研
修

で
は
事
業
計
画
書
の
作
成
や
原
価
計
算
ま
で
行

い
、
セ
ー
ル
ス
と
コ
ス
ト
の
バ
ラ
ン
ス
意
識
、

営
業
指
数
と
財
務
計
数
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
等
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
研
修
で
す
。
経
営
者
感
覚
を

も

っ
た
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
行
う
優
れ
た
研
修
で

葉

ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
は
日召

回①
皆さん、楽しんでますか?

工業部会理事 成 瀬 敦

今年度の工業部会は、部会を重ねながら

「コロナ禍の中でどのような活動が出来るの

か」を考え活動してきました。

2年前までは「通常J

と思われていた活動

が出来なくなり、今ま

で経験したことないコ

ロナ禍に対して「何が

出来るのか?Jと 考えて

みても、結局何も出来ない時期が続いたことも

ありました。

そんな状況のなか、昨年度から工業部会も

新体制となり、段々と「コロナ禍だから出来な

い」から「コロナ禍のなかで何が出来るかJに

考え方が変わってきました。

以前は泊まりで行っていた視察についても、

奎:_夢  日帰りならば実施

できるのではない

取
締
役
の
市
来
さ
ん

¨
鶴
婦
膿

‐こ 聞
餃
ｒ
俵

■

や
、
空
き
店
舗
を
リ

だろうか、というこ

とで国際展示場ヘ

展示 会 の視 察 を

行いました。

久しぶりの視察だったこともあり、展示会の

みの視察ではありましたが工業部会員同士の

盆hT樹堆浴蠍験 :
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お
出
か
け
く
だ
さ
い

第
９５
回
東
京
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ギ
フ
ト
・シ
ョ
ー
春
２
０
２
３

２
月
１５
日
因

～
‐７
日
り

の
３
日
間
、
東
京

ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
に
お
い
て
、
第
９５
回
東
京
イ
ン

タ

ー

ナ

シ

ョ

ナ

ル

ギ

フ

ト
・
シ

ョ

ー

春

２
０
２
３
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
展
示
会
は
、
毎
回
２
０
０
０
社
以
上
が

出
展
し
、
約
１５
万
人
が
来
場
す
る
日
本
最
大
の

パ
ー
ソ
ナ
ル
ギ
フ
ト
と
生
活
雑
貨
の
国
際
見
本

市
で
、
見
に
行
く
だ
け
で
も
様

々
な
ヒ
ン
ト
が

得
ら
れ
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

こ
の
展
示
会
場
に
お
い
て
、
今
回
初
の
試
み

と
し
て
、
箕
輪
町
商
工
会
の
会
員
事
業
所
様
の

商
品
や
特
徴
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を
Ｐ
Ｒ
す
る

「箕

輪
町
の
魅
力
発
信
事
業
」
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

箕
輪
町
の
産
業
や
物
品
を
、
見
て
知

っ
て
触

れ
て
い
た
だ
き
、
箕
輪
町
を
訪
れ
て
も
ら

い
、

箕
輪
町
の
事
業
所
様
と
の
取
引
や
箕
輪
町
へ
の

移
住
定
住
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
の
が
事

業
の
ね
ら
い
で
す
。

商

工
会
の
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
の
他
に
、
会
員
企
業

か
らヽ
、
い
Ｔ
．
Ｆ
．
Ｃ
．
、
い
サ
ン
ケ
イ
商
事
、
ヒ
ッ

ト

コ
ン
ポ
ジ

ツ
ト
い
、
エ
ク
シ
ン
テ
ツ
ク
的
、

日
本
農
産
種
苗
い
の
５
社
が
自
社
製
品
を
展
示

し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
い
た
だ
き
、

騨
爺
出

¨
粘
罫
ヨ
計
Ｈ
Ｄ

騨
牟
剛
甫
球

¨
コ
Ｅ
　
前

新入会員紹介
令和4年 8月 ～5年 1月

L°彗♂顧冒ど地区/木下

善
°
翼lζヽ ど途泄島

|°趙 備嘲軸

箕
輪
町
の
ブ
ー
ス
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

入
場
に
は
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。
登
録
方
法

な
ど
、
詳
細
は
商
工
会
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

伴
走
型
小
規
模
事
業
者
支
援
推
進
事
業
補
助
金
活
用

『プ
ロ
ジ
エ
ク
ト

・
チ
ヤ
レ
ン
ジ
事
業
』

に
つ
い
て

「社
会
は
変
わ
る
」
私
た
ち
は
今
回
の
コ
ロ

ナ
禍
を
通
し
、
こ
の
こ
と
を
目
の
前
の
現
実
と

し
て
経
験
し
て
い
ま
す
。
事
業
者
も

「変
わ
る
」

こ
と
が
求
め
ら
れ
、
従
来
の
延
長
で
は
な
い
新

た
な
視
点
で
経
営
現
場
を
見
直
し
、
付
加
価
値

生
産
性

（儲
け
る
力
）
の
高

い
経
営
に
変
革
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
当
商

工
会
は
標
題
の
補
助
金
を
活

用
し
専
門
家
等
を
事
業
所
に
派
遣
し
徹
底
し
た

現
場
実
践
指
導
に
よ
り
、
収
益
力
の
向
上
と
付

加
価
値
の
増
加
を
図
る
た
め
に
経
営
計
画
の
策

定

。
実
施
に
つ
い
て
の
伴
走
型
支
援
を
試
行
的

に
既
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
現
場
の
改
善
を

図
る
中
で
財
政
改
善
や
原
価
計
算
の
指
導
を
実

施
し
事
業
者
の
収
益
増
加
、
社
員
の
給
与
増
額

に
結
び
付
く
よ
う
な
事
業
計
画
を
立
て
ら
れ
る

こ
と
を
成
果
目
標
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
職
員
も
担
当
す
る
事
業
所
へ
出
向
き

同
席
す
る
こ
と
で

ｏ
「
と
「

も
兼
ね
資
質
向
上

等
も
同
時
に
図

っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
事
業

成
果
を
踏
ま
え
た
上
で
来
年
度
も
こ
の
補
助
金

を
有
効
活
用
し
て
行
う
予
定
で
す
。
そ
の
際
に

は
希
望
事
業
所
を
募
り
ま
す
の
で
、
興
味
を
持

た
れ
た
事
業
者
の
方
は
是
非
申
込
み
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
事
業
の
概
要
は
次

の
通
り
で
す
。

（１
）
実
施
時
期

¨

令
和
４
年
１１
月
～
令
和
５
年
２
月
初
旬

（２
）
支
援
内
容

¨

事
業
計
画
作
成
支
援
の
た
め
の
専
門
家
派
遣

（３
）
専

門
家

¨

事
業
者
の
課
題
に
精
通
す
る
専
門
家

（４
）
実
施
回
数

¨
３０
回

（１
社
６
回

×
５
社
）

一馘鱗囃雛騰蝶“螺輝相瑞罐樹＝ました。

―。
月
１３
日
よ
り
約
―
か
月
、
共
済
推
進
事
業

を
行
ま
し
た
。
本
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を

考
慮
し
、
満
期
更
新
の
方
を
中
ミ
に
訪
問
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
箕
輪
町
商

工
会
の
目
標
は
僅
か

に
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
長
野
県
商
工
会
連

合
会
か
ら
の
推
進
目
標
は
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
商
工
会
で
は
企
業

の
皆
様
の
お
役
に

立

つ
共
済
を
取
り
扱

っ
て
お
り
ま
す
。

小
規
模
企
業
共
済
は
個
人
事
業
を
辞
め
る

時
、
会
社
役
員
を
退
職
す
る
と
き
な
ど
の
生
活

資
金
を
予
め
積
立
て
お
く
共
済
で
す
。

他
に
も
多
数
取
り
扱

っ
て
お
り
、
中
で
も
ビ

ジ
ネ
ス
総
合
保
険

・
業
務
災
害
保
険

・
経
営
者

休
業
補
償
制
度
は
商
二
会
会
員
な
ら
掛
金
が
割

引
さ
れ
ま
す
。

定
期
的
な
共
済

・
保
険
の
確
認
は
リ
ス
ク
管

理
の
上
で
も
重
要
と
な

っ
て
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
商
工
会

へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

決
算

・
確
定
申
告
相
談
会

決
算

・
確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て

ま
い
り
ま
し
た
。

商
工
会
で
は
例
年
通
り
確
定
申
告
個
別

相
談
会
を
２
月
２。
日
、
３
月
３
日
に
開
催

し
ま
す
。

対
象
の
方
は
、
詳
し
い
内
容
等
、
商
工

会
か
ら
の
通
知
を
ご
確
認
頂
く
か
、
商
工

会
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

広
報
委
員
に
参
加
し
て
５
年
目
と

な
り
ま
す
が
切
に
時
の
移
り
変
わ
り

を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
し
た
が
そ

れ
ぞ
れ
の
部
で
活
動
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
皆
さ
ん
に
報
告
で
き
る
第

５４
号
と
な
り
ま
し
た
。

広
報
委
員
は
そ
れ
ぞ
れ
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
く

や
る
気
満
々
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

手
作
り
感
あ
る
会
報
を
作
る
た
め
そ
れ
ぞ
れ
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合

い
、
そ
れ
を
聞
く
こ
と
で
自
分
自
身

が
高
め
ら
れ
勉
強
に
な
り
、
最
高
の
出
会

い
と
な
り

ま
し
た
。

∽
Ｚ
∽
、
く
８
一３
ｏ
な
ど
情
報
の
変
化
が
あ
り
、
時

代
に
あ

っ
た
会
報
作
り
も
大
切
で
す
が
、
委
員
長
の

考
え
で
も
あ
る
、
紙
で
作

っ
た
会
報
誌
の
良

い
点
を

活
か
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様

へ
大
切
な
情
報
が
届
け
ら
れ
る
よ
う
、

あ
と
１
年
楽
し
い
広
報
委
員
メ
ン
バ
ー
で
考
え
て
い

き
ま
す
。

こ
の
会
報
が
会
員
の
皆
様
に
身
近
に
置
い
て
い
た

だ
き
情
報
の
共
有
が
で
き
る
会
報
誌
に
な
る
こ
と
を

願

っ
て
い
ま
す
。

小
松
　
ち
よ
子

ヽ 広報委員
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委員長

唐澤  寿

副委員長

小林 将生

委 員

大森 弘幸

竹内 一真

小松ちよ子

事務局

唐澤 一美

「な
る
ほ
ど
ｒ
商
工
会
み
の
わ
』

２
０
２
２
年
２
月
か
ら
伊
那
ケ
ー
ブ

ル
テ

レ
ビ
で
放
送
が
始
ま
り
ま
し
た
、
箕
輪
町
商

工
会
自
主
制
作
番
組

「な
る
ほ
ど

′
商
工
会

み
の
わ
」
。
放
送
開
始
か
ら
会
員
の
皆
さ
ん

に

「見
た
よ
」
と
嬉
し
い
お
声
を
か
け
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
番
組
は
商
工
会
の

様
々
な
事
業
や
箕
輪
町
の
企
業
の
様
子
を
ご

紹
介
し
、
″
商
工
会
を
と
に
か
く
知

っ
て
も

ら
お
う
″
と
い
う
こ
と
で
始
め
ま
し
た
。
毎

回
１０
分
間
と
い
う
短

い
時
間
に
悪
戦
苦
闘
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
す
の
で
、
放
送
を
見

て
少
し
で
も
商
工
会
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

え
た
と
し
た
ら
幸
い
で
す
。

鍮町商蛤報に
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